
 

 

   ２０２０年度事業及び活動報告 

１．訓練等給付事業「就労継続支援（B型）」の運営 

（１）開設状況 

  
開設日数

（日） 

利用者延べ人

数（人） 

一日当たりの平均通所 

者数（人）  

4月 ２１ ３４５ １６．４ 

5月 ２０ ３４９ １６．９ 

6月 ２１ ３５５ １６．９ 

7月 ２２ ３５８ １６．３ 

8月 １８ ３１１ １７．３ 

9月 ２１ ３３５ １６．０ 

10月 ２４ ３９３ １６．４ 

11月 １９ ３１５ １６．６ 

12月 ２２ ３３９ １５．４ 

1月 １７ ２７７ １６．３ 

2月 １８ ２９２ １６．２ 

3月 ２１ ３４１ １６．２ 

計 ２４４ ４００１ １６．４ 

                     

        稼働日は 244日だった。（前年度は 251日稼働） 

現在（21.6）18名の利用者が在籍している。 

 

  （２）訓練等給付費 

     今年度は 27,797,176円だった。（昨年度は 28,711,335円） 

      

２．訓練等給付事業「就労継続支援（B型）」の授産 

 

  利用者工賃として、最高 24,000円 平均 7,653円／月だった 

（昨年度 最高 16,500円／月  平均 6,600円／月） 

 

（１）Ｂネット事業 

○システム 

・「多夢多夢舎中山工房」「コッペ」「事務局」の 3団体での共同活動である。 

・「多夢多夢舎」「コッペ」「お楽しみ１」「お楽しみ２」の 4商品を毎月の商品としてサポーターへの提

供・販売をしている。 

・サポーターは毎月 2,000 円を支払う。商品内容によっては、2,000 円以上の月、2,000 円以下の月が

あるが、通年すると 24,000円の商品を提供しており、12カ月で割ると「2,000円／月」となる。 

・毎月の売り上げについては、3団体全体の売り上げから諸経費を差し引いた額を 3団体で均分する。 



 

 

○サポーター（会員数）について 

 

 

 

 

2021.5月現在 会員 36名    総会員 158名 

 

○現在の舎の実態 

       「作業の中心がアート活動」ということもあり、他施設や団体等の製品を購入したり、袋詰めなどを

したりして会員へ提供・販売をすることが多い。 

 

 （２）レストラン事業 

  火曜日から土曜日の 11：30～16：00（ランチ 14：00）で営業を行った。 

  「新型コロナウイルスに伴う休業要請」や「増築工事中のレストラン棟での作業の練習」などもあり、 

たむたむ亭を閉めることが多かった。新型コロナウイルスに伴い施設見学などの来客は激減したが、地

域の方などへランチを提供した他、月に 1回程度、珈琲豆屋「CORO CORO」がカフェ営業を行った。 

新型コロナウイルスの感染対策として、次亜塩素噴霧器の設置とキャッシュレス決済の paypay を導入

した。 

 

（３）アート事業 

①tam tam dot 事業 

製品販売、アート事業を継続した他、今年度は「ブックカバー」「ハンカチ手ぬぐい」の新商品も作成し

た。 

 

○製品販売の展開 

tam tam dot の製品を販売した。tam tam dot 商品の取り扱い店舗は 下記の通り。 

（青森） 

・Zakka灯台 青森県弘前市松森町80-1 松森町藤田ビル4号 

（宮城） 

・MerryMerryChristmasland 宮城県仙台市青葉区春日町6-15 GIPビル１Ｆ 

・TODAY's LIFE 仙台    宮城県仙台市青葉区一番町3丁目11-15 

・移動雑貨店nicher     移動販売 

・ブティックBAKU     宮城県石巻市立町2丁目7-20 

・ゆめの杜          宮城県仙台市青葉区中央1-1-1 

・はぁと            宮城県仙台市宮城野区大梶7-10 

・アンダンチ          宮城県仙台市若林区なないろの里 1-19-2 

・眞野屋           宮城県仙台市青葉区昭和町1-37 ジェーエーシービル1F 

・エフブンノイチ      宮城県仙台市青葉区錦町1丁目3－3 

・栗原コトリ        宮城県栗原市岩ケ崎六日町92-1 

・一の坊          宮城県仙台市青葉区作並字長原3 

・新とみやはりきゅう整骨院 宮城県富谷市成田3丁目11-17 

 20年 4月 21年 3月 

会員（多夢多夢舎分） 33名 32名 

総会員 121名 155名 

https://www.facebook.com/zakka.todai/
https://www.facebook.com/zakka.todai/
https://www.facebook.com/todayslife.sendaiforus/
https://www.facebook.com/todayslife.sendaiforus/
http://blog.goo.ne.jp/nicher2015
http://blog.goo.ne.jp/nicher2015


 

 

（福島） 

・りょうぜんこどもの村 福島県伊達市霊山町石田字宝司沢9-1 

（新潟） 

・スイモン 新潟県新潟市中央区東堀通三番町４７１ 

・街屋こんぱす at まちばこらぼ 新潟県新発田市大栄町7-1-9 

（群馬） 

・アーツ前橋ミュージアムショップmina 群馬県前橋市千代田町５丁目１−１６ 

（東京） 

・TENTOTE 東京都世田谷区北沢2-17-10 第2滝本ビル301 

・TETENTOTEN  東京都世田谷区若林4-3-9 

・チェミ  

（滋賀） 

・Goo Chie Goo 滋賀県甲賀市甲南町葛木872（やまなみ工房内） 

（奈良） 

・GoodJob!センター香芝 奈良県香芝市下田西2丁目8-1 

（兵庫） 

・神戸しあわせの村   兵庫県神戸市北区しあわせの村1-1 

 

○デザイン・アート事業の展開 

   ヘラルボニー主催の仮囲いアートやポップアップショップなどで展示された。 

・久屋大通パーク（愛知県） 10 月 30 日～11 月 27 日 

・仙台 PARCO2 12 月 18 日～1 月 31 日 

・三井ビルディング北館（愛知県） 2 月１日～８月 31 日（予定） 

・ららぽーと富士見（埼玉県） 2 月 19 日～5 月末（予定） 

 

②「タムタムとめぐるトワル」事業   

写真家・中村紋子さん、トワル再利用プロジェクトと協働し、服のデザインサンプル（トワル）にペイン

トする事業「タムタムとめぐるトワル」を行った。今年度は、舎員 2名のトワルがフランスで展示された

他、多賀城市立図書館での展示については、12月 8日（火）のＮＨＫ「てれまさむね」でも紹介された。 

 

       〇展示 

・Garelie plain joure （フランス） 10/17～11/20 

・多賀城市立図書館 12/5（土）～1/11  

 

    〇ワークショップ 

      ・多賀城図書館 12/19 

      ・りょうぜんこどもの村 （10/4、12/13）※リモート開催 

 

（４）きょうされん 

   きょうされんとは、小規模作業所、通所型事業所や入所施設などの共同作業所の連絡会で、障害者の豊か

な生活を実現するための活動として街頭宣伝や募金活動、運動等を行っている。例年取り組んでいた募金

http://kodomo-ryozen.org/top.html
http://suimonn.jp/suimon/home.html
https://www.facebook.com/mshop.mina/
https://www.facebook.com/mshop.mina/
http://tentote.jimdo.com/
http://a-yamanami.jp/projects/institution_goochiegoo.html
http://goodjobcenter.com/
http://goodjobcenter.com/
http://kodomo-ryozen.org/top.html


 

活動について、今年度は新型コロナウイルス感染防止の観点から見合わせた。 

（５）放課活動 

① 表現のじかん 

 

〇目的 

・劇あそびを通じての、人と関わる際の楽しさや思いやりの必要性を学び、また想像力なども養う。 

・表現形態の多様なあり方を体験する中で、価値観の広がりを生む。 

・チームの中の一人として、自分自身が最大限楽しむ体験を増やす。 

・質の高い演劇上演や演奏に触れる機会を設けることで「観る楽しさ」に気付く。 

 

〇実施予定日時・・・基本毎週水曜日14：00～15：30 

4月 1日(横) ※以降6月末まで中止          10月 7日(渋)・14日(本)・21日(横)・28日(横) 

5月 実施なし                    11月 4日(横)・11日(渋)・18日(横)・25日(本) 

6月 実施なし                        12月 2日(本)・9日(横)・16日(渋)・23日(渋) 

7月 1日(横)・8日(渋)・15日(渋)・22日(本)・29日(本) 1月 13日(本)・20日(本)・27日(横) 

8月 5日(横)・19日(渋)・26日(渋)          2月 3日(横)・10日(渋)・17日(渋)・24日(本) 

9月 2日(本)・9日(本)・16日(横)・23日(横)・30日(渋) 3月 3日(本)・10日(渋)・17日(横)・24日(横)・

31日(渋) 

※担当は以下の通り (横)…横山真 (渋)…渋谷裕子 (本)…本田椋 

 

〇実施内容 

 今年度から、講師陣の体制が変わり、今までの「表現」だけでなく「創作ダンス」「模倣」など、講

師の特徴を生かしながら、参加者の新たな可能性の発掘に取り組んだ。 

 

今年度は新型コロナウイルス感染拡大に振り回された1年であった。 

  

緊急事態宣言が発令された4～6月は活動を休止し、今後の活動のあり方について講師陣で検討を重ね、

対面での実施が難しい場合にはリモートでの実施を行い、状況を見ていけそうだと判断した際には対

面で、屋外や集会所などの広い空間を利用しての実施といった臨機応変の対応策を採ることとした。 

 

一度も行ったことのないリモートでの実施に、当初は講師も利用者も試行錯誤の日々だったが、年末

あたりには互いにリモートでの活動にも慣れ、参加者の中から自発的にアイデアを提案してくれる光

景が自然に生まれ始め、講師が何から何まで指示を出し進行に心を砕く、といったような状況はいつ

の間にかなくなるなど、参加する姿勢への変化が感じられた。 

 

もしかすると、「講師がその場にいない」ということが参加者にとっていい方向に作用した結果生ま

れた思わぬ副産物であったのかもしれない。 

 

こう考えると、現在の制限の多い状況も悪いことばかり起こってきた訳ではなく、どんな状況でも諦

めずに前を向き続けてやれることを探りながら突き進んでゆくことこそが何よりも大切なことなの

だと、こちらが学ばされた一年であった。 

 



 

 

② 美術のじかん 

 

〇 目的 

・絵を描くことや立体物の創作を通し、様々な画材や手法を試すことで、個々人の表現の幅を広げる。 

・作品の完成度を高め、公募展への出展などを通して、広く作品や作家のことを知ってもらう。 

 

〇 実施日時…毎週金曜日15：30～17：00  

6月/1回 7月/2回 8月/2回 9月/4回 10月/5回 11月/4回 12月/3回 1月/3回 2月/3回 3月/4回      

計29回 

 

世界中がコロナ禍に見舞われ、美術のじかんについては「どのような活動が可能か」という見通しがたた

ないままだったが、職員がアシスタントとして関わってもらう形で、6月からオンラインで活動するとい

う形に挑戦しはじめた。 

 

オンラインでの活動当初は、やりとりをどう成立させるかというころに注力した。カメラや音声の技術的

な面を確認しながら、画面越しで参加者とコミュニケーションをとること、オンラインの時間をどのよう

に楽しんで参加してもらうかなどについて、職員今野と協力しながら注意して取り組んだ。 

 

  参加者の適応力が高く、すぐにオンラインでの活動に慣れてくれたが、実際に会って話しながら進めてい

くのとは勝手が違うことが多いことため、新しい挑戦にはせず、イレギュラーなことばかりが起こるコロ

ナ禍の中で、“いつも通り参加できる美術のじかん”をコンセプトとして取り組んだ。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


